
公
立
中
学
校
部
活
動
へ
の
社
会
人

活
用
　

　

浜
田
議
員　
公
立
中
学
校
の

運
動
部
活
動
の
社
会
人
活
用
に
つ

い
て
、現
状
と
今
後
の
見
通
し
や

取
組
は
ど
う
か
。

　

教
育
長　
教
員
の
働
き
方
改
革

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
休
日
の

部
活
動
の
地
域
移
行
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、教
員
に
代
わ
る
指
導
者

と
し
て
社
会
人
活
用
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
、千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

等
と
連
携
し
人
材
バ
ン
ク
作
り
に

具体化へ高まる期待

自席から再質問する浜田議員

着
手
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、外
部
指
導
者

の
方
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
や
、指
導
者
の
質
を

確
保
す
る
た
め
の
研
修
会
等
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、市
町

村
の
取
組
を
支
援
し
、地
域
に
お

け
る
社
会
人
活
用
が
円
滑
に
進
む

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
が

円
滑
に
進
み
、千
葉
県
の
中

学
生
が
思
う
存
分
部
活
動
に
取
り

組
め
る
体
制
構
築
を
要
望
す
る
。

道
路
問
題

千
葉
北
西
連
絡
道
路

　

浜
田
議
員　
千
葉
北
西
連

絡
道
路
に
つ
い
て
、
国
道
16
号

の
建
設
を
初
期
か
ら
見
て
き
た

者
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。

　

地
権
者
の
理
解
と
協
力
の
下

に
国
道
16
号
は
、
千
葉
県
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
が
、

柏
市
付
近
の
調
査
で
も
交
通
容

量
を
大
幅
に
超
え
、
大
型
車
の

混
入
率
も
国
道
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
、
交
通
渋
滞
に
は

著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
2
年
、

災
害
備
蓄
物
資
の
保
管
状
況

　

浜
田
議
員　
令
和
元
年
の
台
風

15
号
等
に
よ
る
大
災
害
を
教
訓
に
、

千
葉
県
地
域
防
災
計
画
も
き
め
細

か
く
見
直
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

特
に
備
蓄
品
の
管
理
徹
底
が
肝
要

で
、
中
で
も
気
に
か
か
る
の
が
食
料

品
だ
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
千
葉
県
は
、
備

蓄
食
品
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
市
町
村
に
は
、
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

り
、
民
間
倉
庫
で
も
、
安
全
か

つ
品
質
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

状
態
で
の
保
管
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
市
町
村
に
対
し
て
は
、

避
難
所
で
の
食
料
の
管
理
に
つい

て
、
高
温
、
多
湿
を
避
け
、
施

錠
で
き
る
場
所
で
の
保
管
を
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
備
蓄

倉
庫
に
お
け
る
保
管
方
法
に
つ

い
て
も
、
適
切
な
管
理
を
促
し

て
ま
い
り
ま
す
。

関
係
自
治
体
に
よ
る「
千
葉
北

西
連
絡
道
路
検
討
会
」
を
立
ち

上
げ
、
先
般
、
基
本
方
針
の
骨

子
案
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
、
東
は
千
葉
市
、
西
は
大
宮

の
核
都
市
を
つ
な
ぐ
広
域
幹
線

道
路
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と

が
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
、
将
来

構
想
と
計
画
の
具
体
化
へ
向
け

た
熟
度
が
高
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

計
画
具
体
化
へ
の
取
組

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
千
葉
北
西

連
絡
道
路
に
つ
い
て
、
計
画
の

具
体
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
千
葉
北

西
連
絡
道
路
は
、
環
状
道
路
で

あ
る
国
道
16
号
の
交
通
円
滑
化

や
災
害
対
応
な
ど
に
寄
与
す
る

重
要
な
道
路
で
す
。

　

本
年
8
月
に
は
、
検
討
会
が

開
催
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
効
果

と
し
て
、
輸
送
効
率
の
向
上
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
道
路

計
画
の
基
本
方
針
の
骨
子
が
ま

と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
と
し
て
は
、
早
期
に
基
本

方
針
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
国
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
計
画
の

早
期
具
体
化
に
向
け
て
、
国
、

沿
線
市
と
連
携
し
、
計
画
の
概

要
や
必
要
性
等
に
つ
い
て
広
報

活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

都
市
軸
道
路
の
建
設
推
進

　
浜
田
議
員　
埼
玉
県
三
郷
市

の
東
京
外
郭
環
状
道
路
か
ら
、

千
葉
県
流
山
市
、
柏
市
西
部
と

災
害
備
蓄
物
資
の
保
管
状
況

15千
葉
県
地
域
防
災
計
画
も
き
め
細

か
く
見
直
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

特
に
備
蓄
品
の
管
理
徹
底
が
肝
要

で
、
中
で
も
気
に
か
か
る
の
が
食
料

品
だ
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、

蓄
食
品
を
ど
の
よ
う
に
保
管
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
市
町
村
に
は
、
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

備蓄食品の保管

管理を万全に

茨
城
県
守
谷
市
、
つ
く
ば
未
来

市
を
通
り
、
つ
く
ば
市
を
つ
な

ぐ
全
長
30
㎞
に
及
ぶ
都
市
軸
道

路
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
の
骨
格
軸
を
形
成
し
、
広
域

的
な
地
域
間
の
文
化
交
流
や
一

層
の
経
済
発
展
に
資
す
る
広
域

幹
線
道
路
で
あ
る
。

　

江
戸
川
で
は
、
仮
称
三
郷
流

山
橋
が
令
和
5
年
度
当
初
に
開

通
す
る
見
込
み
で
、
柏
の
葉
に

隣
接
し
た
国
道
16
号
に
交
差
す

る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
工
事
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

更
に
守
谷
市
と
柏
市
を
結
ぶ

運
行
に
も
困
難
を
来
し
て
い
る
。

　

更
に
、
旧
沼
南
セ
ン
タ
ー
地

区
で
は
46
㌶
余
り
の
区
画
整
理

が
完
工
し
、
通
勤
や
買
物
客
で

交
通
渋
滞
が
増
え
て
い
る
。

箕
輪
・
青
葉
台
線
の
進
捗

　
一
日
も
早
い
開
通
が
望
ま
れ

る
都
市
計
画
道
路
箕
輪
・
青

葉
台
線
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。
　

県
土
整
備
部
長　
こ
の
道
路

は
、
柏
市
南
部
地
域
を
東
西
に

利
根
川
渡
河
部
の
橋
整
備
を
早

め
る
た
め
、
関
係
5
市
で「
都

市
軸
道
路
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
」
を
発
足
さ
せ
、
両
県
に

対
し
陳
情
活
動
を
重
ね
て
い
る
。

　

ま
た
、
渡
河
部
の
整
備
に
つ

い
て
茨
城
県
と
協
議
を
始
め
た

と
聞
い
て
い
る
。

利
根
川
渡
河
橋
の
現
況

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
都
市
軸
道

路
の
利
根
川
渡
河
橋
に
つ
い

て
、
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
都
市
軸

道
路
は
、
埼
玉
県
と
茨
城
県
を

結
ぶ
広
域
的
な
幹
線
道
路
で
あ

成
に
向
け
、
当
初
の
計
画
ど
お

り
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
残
る
北
側
の
約
0
・

7
㎞
に
つい
て
、
地
権
者
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
令
和
8

年
度
の
完
成
を
目
途
に一層
の
事

業
推
進
を
図って
ま
い
り
ま
す
。

横
断
す
る
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
り
、
柏
市
大
津
ケ
丘
か
ら
増

尾
ま
で
の
0
・
8
㎞
区
間
で
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
用
地
取
得
率
は
約
５

割
で
あ
り
、
今
年
度
は
、
ま
と

ま
っ
た
用
地
の
確
保
が
で
き
た

箇
所
で
、
農
業
用
の
用
排
水
路

を
つ
け
か
え
る
工
事
を
進
め
、

大
津
川
を
跨
ぐ
橋
梁
の
詳
細
設

計
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

り
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

に
お
い
て
新
た
に
発
生
す
る
交

通
需
要
に
対
応
す
る
重
要
な
道

路
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
利
根
川
渡
河
橋

に
つい
て
は
、
茨
城
県
と
整
備
に

向
け
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
、
橋
梁
予
備
設

計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
早
期
に
事
業
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
茨
城
県
と

連
携
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

区
画
整
理
地
内
の
進
捗

　

浜
田
議
員　
柏
市
で
は
、
国

道
16
号
と
交
差
す
る
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
伺
う
が
、
柏
北
部

中
央
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
都
市
軸
道
路
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
事
業
地

内
の
延
長
約
2
・
9
㎞
の
う
ち
、

国
道
16
号
か
ら
南
側
の
区
間
に

つい
て
は
、
全
線
約
2
・
2
㎞
で
、

一
部
暫
定
を
含
め
供
用
開
始
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
最
も
工
期
を
要
す
る

国
道
16
号
直
下
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

部
に
つい
て
は
、
今
年
度
内
の
完

開
通
待
た
れ
る
柏
都
市
計
画
道
路

要望

道
路
問
題

千
葉
北
西
連
絡
道
路

千
葉
北
西
連
絡
道
路

　

地
権
者
の
理
解
と
協
力
の
下

柏
市
付
近
の
調
査
で
も
交
通
容

著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
2
年
、

千葉北西連絡道路

　

防
災
危
機
管
理
部
長　
県
が

災
害
用
に
備
蓄
し
て
い
る
食
料

は
、
県
内
11
カ
所
の
備
蓄
倉
庫

と
２
カ
所
の
民
間
倉
庫
に
保
管

し
て
お
り
、
常
温
で
長
期
間
保

存
で
き
る
ク
ラ
ッ
カ
ー
と
ア
ル

フ
ァ
化
米
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
は
、

温
度
を
感
知
し
て
自
動
で
作
動

す
る
換
気
扇
の
設
置
や
、
毎
月

の
保
管
状
況
の
確
認
な
ど
に
よ

り
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て
お

柏
都
市
計
画
道
路
箕
輪
・
青

葉
台
線

　

浜
田
議
員　
柏
都
市
計
画

道
路
箕
輪
・
青
葉
台
線
は
、

平
成
17
年
に
柏
市
と
沼
南
町
が

合
併
し
た
際
に
、
建
設
計
画
の

中
に
盛
り
込
ま
れ
、
柏
市
南
部

地
域
と
旧
昭
南
町
大
津
ヶ
丘
地

域
を
一体
化
さ
せ
る
た
め
の
幹
線

道
路
で
あ
る
。
柏
市
の
南
部
地

域
は
、
狭
隘
で
曲
折
す
る
道
路

網
の
地
域
で
、
緊
急
自
動
車
の

公立中学校の運動部活動

着
手
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、外
部
指
導
者

の
方
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
や
、指
導
者
の
質
を

確
保
す
る
た
め
の
研
修
会
等
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、市
町

村
の
取
組
を
支
援
し
、地
域
に
お

け
る
社
会
人
活
用
が
円
滑
に
進
む

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
生
が
思
う
存
分
部
活
動
に
取
り

組
め
る
体
制
構
築
を
要
望
す
る
。

要望

期待される社会人活用

〈2〉浜田ほづみ県議会リポート


